
岩崎電気株式会社 概要

本社所在地	： 東京都中央区日本橋馬喰町 1-4-16
創	 立	 ：昭和19 年（1944 年）8月18日
代表取締役社長：伊藤　義剛
従  業  員  数	： 単体：976 名
	 	    連結：1,975 名 (2018 年 3月31日現在 )
事  業  内  容	：各種光源、照明器具、光環境機器 (紫外線・
	 	    赤外線・電子線応用 ) 等の製造および販売
H	  P	 ：https://www.iwasaki.co.jp/
沿	 革	：	
1944年　「岩崎電波工業(株)」として創立
1945年　「岩崎電気(株)」と改称
1949年　我が国初の白熱リフレクター電球を開発、「アイランプ」と命名
1952年　商標を現在の商標EYEに改定、屋外用リフレクターランプ、ホルダ

の生産開始
1955年　水銀ランプの自主生産に着手
1960年　埼玉製作所竣工、水銀ランプ、各種照明器具の生産開始
1963年　ナトリウムランプ開発
1967年　トンネル非常警報装置、内部照明式道路標識板など交通安全機

器を開発
1968年　メタルハライドランプ「アイマルチメタルランプ」を商品化
1970年　「アイ ハロゲンランプ」を開発、世界10ヶ国で特許を取得し、照明

界に新時代を築く
1974年　茨城製作所竣工、施設用蛍光灯器具の生産開始
1978年　世界初、150ℓm/Wの最高効率を誇る高圧ナトリウムランプ「アイ 

サンルクスエース」発売
1989年　小さな電力で強力な光を発するショートアークメタルハライドラ

ンプを商品化
2006年　LEDユニット・LED照明器具シリーズ「LEDioc(レディオック)」発売
2010年　本社を日本橋馬喰町に移転、東京ショールーム「i Labo」オープン
2016年　「(株)つくばイワサキ」内に物流倉庫竣工
2017年　埼玉製作所内に研究開発棟「HIKARIUM(ヒカリウム)」竣工
2019年　創立75周年を迎える

今
年
創
立
75
周
年
を
迎
え
る
老
舗
照
明

メ
ー
カ
ー
の
岩
崎
電
気
株
式
会
社
様
。

特
に
屋
外
照
明
の
堅
牢
さ
、多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
。

　

日
本
橋
馬
喰
町
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
青
山

誠
司 

執
行
役
員
照
明
事
業
部
副
本
部
長
、石

井
裕
昭 

商
品
企
画
開
発
部
企
画
課
主
任
、三

浦
和
宏 

照
明
事
業
企
画
推
進
部
営
業
推
進

課
長
、加
藤
嘉
宏 

照
明
事
業
企
画
推
進
部
営

業
推
進
課
主
任
の
４
氏
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

ヒットブランド
の源泉

Vol.21メーカーリレー訪問

岩崎電気株式会社
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編
集
部　
ま
ず
は
、
皆
様
の
簡
単
な

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

青
山　
平
成
３
年
に
入
社
し
ま
し
て
、

一
貫
し
て
営
業
畑
で
す
。
福
岡
営

業
所
勤
務
が
最
も
長
く
、
昨
年
か

ら
本
社
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

三
浦　
私
も
営
業
畑
で
し
て
、
平
成

９
年
に
入
社
し
、
札
幌
営
業
所
に

16
年
在
籍
し
た
後
、
本
社
で
営
業

企
画
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

石
井　
平
成
10
年
に
入
社
し
ま
し
て
、

す
ぐ
に
製
造
部
門
、
そ
の
後
開
発

部
門
、
３
年
前
か
ら
商
品
企
画
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

加
藤　
私
は
入
社
が
平
成
19
年
、
技

術
担
当
や
研
究
部
門
、
商
品
企
画
、

営
業
部
門
な
ど
幅
広
く
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

全
国
8
割
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

「
ア
イ
ラ
ン
プ
」採
用

編
集
部　
屋
外
照
明
に
強
い
岩
崎
電

気
と
言
わ
れ
る
の
に
は
何
か
訳
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

青
山　
弊
社
の
創
立
は
1
9
4
4

年
で
す
が
、
創
立
間
も
な
い

1
9
4
9
年
に
日
本
初
の
白
熱
リ

フ
レ
ク
タ
ー
電
球
（
内
側
に
反
射

膜
加
工
す
る
こ
と
で
光
の
方
向
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
電
球
）
「
ア

イ
ラ
ン
プ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
　

1
9
5
2
年
に
は
「
屋
外
で
も

使
用
で
き
、
雨
で
も
割
れ
な
い
電

右………石井裕昭　商品企画開発部企画課主任
中央右…三浦和宏　照明事業企画推進部営業推進課長
中央左…青山誠司　執行役員照明事業部副本部長
左………加藤嘉宏　照明事業企画推進部営業推進課主任

ヒットブランド
の源泉 Vol.21屋

外
照
明
の
岩
崎
電
気

LEDioc LED アイランプ
E39 口金形

LEDioc LED EYE LAMP
E39-type lamp base
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球
を
」
と
い
う
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
し
た
屋
外
用
リ
フ
レ

ク
タ
ー
ラ
ン
プ
と
日
本
初
の
ホ
ル

ダ
を
開
発
し
、
発
売
し
た
と
こ
ろ
、

た
ち
ま
ち
普
及
し
、
国
内
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
約
8
割
に
弊
社
の

ラ
ン
プ
を
採
用
し
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
道
路

照
明
、
ト
ン
ネ
ル
照
明
、
公
園
照

明
、
ス
ポ
ー
ツ
照
明
な
ど
様
々
な

屋
外
照
明
に
注
力
し
て
開
発
し
て

き
た
こ
と
で
、
「
屋
外
照
明
に
強

い
」
と
い
う
評
価
を
頂
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

編
集
部　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
採
用

も
多
い
で
す
ね
。

青
山　
弊
社
の
特
徴
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
1
9
6
4
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
国
立
競
技

場
や
当
時
世
界
最
大
級
と
言
わ
れ

た
代
々
木
総
合
体
育
館
な
ど
の
施

設
に
「
ア
イ
水
銀
ラ
ン
プ
」
が
採

用
さ
れ
た
こ
と
は
、
業
界
で
弊
社

の
名
前
が
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と

も
な
り
ま
し
た
。

三
浦　
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
2
0
0
2
、

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、
味
の
素
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
な
ど
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
史
に
名
を
残
す
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
弊
社
商

品
を
採
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

青
山　
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
は
（
一
社
）

照
明
学
会
に
よ
る
「
第
37
回

（
2
0
1
9
年
）
日
本
照
明
賞
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
シ
ー
ン
を
照
ら
す

岩
崎
電
気
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ

「
レ
デ
ィ
オ
ッ
ク（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ｉｏｃ
）」

編
集
部　
現
在
、
御
社
の
主
力
と

な
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
は
何
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。

石
井　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
需
要
の
高
ま
り
を
先

取
り
し
、
2
0
0
6
年
に
発
売
し

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
・
照
明
器

具
シ
リ
ー
ズ
の
「
レ
デ
ィ
オ
ッ
ク

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ｉ
ｏ
ｃ
）
」
で
す
。

　
　

当
初
は
ポ
ー
ル
ラ
イ
ト
数
商
品

で
し
た
が
、
そ
の
後
防
犯
灯
、
道

路
灯
な
ど
シ
リ
ー
ズ
が
急
拡
大
し
、

2
0
1
0
年
に
は
世
界
初
の
屋
内

外
兼
用
１
０
０
／
２
０
０
Ｖ
共
用

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
「
レ
デ
ィ
オ
ッ
ク

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
イ
ラ
ン
プ
」
を
発
売
し

ま
し
た
。

青
山　
「
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
光

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
も
創
造
し
続
け

る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
現

在
も
街
や
公
園
、
商
業
施
設
か
ら

屋
内
照
明
ま
で
あ
ら
ゆ
る
生
活

シ
ー
ン
に
対
応
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
の
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

編
集
部　
名
前
の
由
来
は
。

加
藤　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（light em

itting 
diode

）
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｏ
ｐ

ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
。

つ
ま
り
、
岩
崎
電
気
の
配
光
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
技
術
・
照
明
制
御
シ
ス

テ
ム
を
用
い
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
す
。

変
幻
自
在
の
街
路
灯

「
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ａ‐Ｌ
」

編
集
部　
レ
デ
ィ
オ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ

の
中
で
一
押
し
の
商
品
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
ま
す
か
。

加
藤　
既
設
ポ
ー
ル
が
そ
の
ま
ま
使

え
る
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
街
路
灯
の

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ｉ
ｏ
ｃ　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ａ
‐
Ｌ
」
が
非
常
に

ご
好
評
頂
い
て
い
ま
す
。

三
浦　
最
大
の
特
長
が
、
既
設
の

ポ
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る

こ
と
で
す
。
マ
ル
チ
ア
ダ
プ
タ
に

よ
り
４
種
類
の
ポ
ー
ル
挿
入
寸
法

に
適
合
し
ま
す
か
ら
、
事
前
の
現

地
調
査
の
手
間
を
省
く
事
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
の

導
入
を
気
軽
に
し
て
頂
け
る
よ
う
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実
現
し

ま
し
た
。

　
　

さ
ら
に
、
４
つ
の
明
る
さ
、
２

つ
の
光
色
、
２
つ
の
仕
上
色
が
選

べ
る
、
計
16
種
類
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
豊
富
な
オ
プ
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
お
客
様
の
好
み
に
合
わ
せ

た
形
に
自
在
に
変
え
る
こ
と
が
で

き
、
ど
ん
な
周
囲
環
境
、
街
並
み

に
も
調
和
し
ま
す
。

編
集
部　
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
ひ
ょ
っ
と

し
て
「
取
り
替
え
る
」
そ
の
ま
ま

で
す
か
。

石
井　
は
い
。
ス
ト
ッ
ク
の
交
換
需

要
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
想
像
通
り
そ
の
ま
ま

な
の
で
す
が
（
笑
）
、
実
は
も
う
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一
つ
隠
さ
れ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

英
語
の
綴
り
と
は
違
い
ま
す
が
、

ト
ー
タ
ル
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
意

味
を
込
め
て
い
ま
す
。

編
集
部　
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
気
が

付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
発
背
景

編
集
部　
開
発
の
背
景
は
。

三
浦　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
水
俣
条

約
に
よ
り
、
2
0
2
0
年
末
で
水

銀
ラ
ン
プ
の
製
造
が
禁
止
と
な
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
ス
ト
ッ
ク
需
要

で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
ん
で
い
な
い

と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
水
銀
ラ
ン
プ
に
代
わ
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
、
実
際
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
際
、

手
間
や
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
気
軽

に
取
り
替
え
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
開
発
に
至
り
ま
し
た
。

編
集
部　
開
発
す
る
に
あ
た
っ
て
困

難
だ
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

し
ょ
う
。

石
井　
コ
ン
パ
ク
ト
な
ガ
ラ
ス
グ

ロ
ー
ブ
の
大
き
さ
は
変
え
ず
、
こ

カスタマイズ街路灯の ＬＥＤｉｏｃ ＡＲＥＡ ＴＯＬＩＣＡ‐Ｌ の特徴

リーズナブルな価格豊富なオプション
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埼
玉
製
作
所（
埼
玉
県
行
田
市
）内
に

あ
る
岩
崎
電
気
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の「
Ｈ

Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｍ（
ヒ
カ
リ
ウ
ム
）」。

　
「
こ
こ
か
ら
、未
来
の
光
が
う
ま
れ
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、研
究
開
発
・
設
計
の

各
技
術
部
門
を
集
約
し
た
岩
崎
電
気
の

技
術
開
発
の
中
核
施
設
で
す
。

　
最
新
鋭
の
分
析
計
測
機
器
、環
境
試
験

装
置
、試
作
加
工
設
備
を
導
入
し
、よ
り

高
品
質
で
低
コ
ス
ト
の
高
付
加
価
値
商

品
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
竣
工
は
2
0
1
7
年
10
月
。鉄
骨
構
造

地
上
4
階
建
て
、延
床
面
積 

6
︐5
0
0

㎡
、建
築
面
積 

1
︐8
0
0
㎡
。建
屋
は
、

旧
日
本
家
屋
の
門
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、外

観
の
フ
レ
ー
ム
を
ゲ
ー
ト
型
に
し
た
特

徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
。日
射
の
影
響
を
考
慮

し
、東
西
側
は
開
口
部
を
極
力
小
さ
く
し

夏
場
の
温
度
上
昇
を
軽
減
、南
北
側
は
採

光
を
取
り
こ
む
よ
う
に
窓
を
大
き
く
し

て
い
ま
す
。

　
屋
上
に
は
、創
エ
ネ
に
よ
る
環
境
負
荷

削
減
の
た
め
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
。

最
新
の
制
御
シ
ス
テ
ム「
D
A
L
I
」を

導
入
し
、照
明
制
御
に
よ
り
照
度
と
色
温

度
を
自
動
調
節
す
る
こ
と
で
高
い
省
電

力
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
イ
デ
ア
を
す
ぐ
に
具
現
化
で

き
る
よ
う
、技
術
開
発
ス
ペ
ー
ス
の
横
に

試
作
エ
リ
ア
を
設
置
。技
術
開
発
フ
ロ
ア

の
中
央
に
は
、部
門
間
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
促
す
た
め
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、開
発
ス

ピ
ー
ド
の
加
速
化
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

れ
ま
で
の
水
銀
ラ
ン
プ
1
0
0
Ｗ

～
4
0
0
Ｗ
相
当
の
光
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
、
熱
の

影
響
も
大
き
く
な
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

寿
命
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
面
か
ら
、

熱
を
逃
が
す
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
も
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
試
行

錯
誤
し
て
形
状
を
見
直
し
た
結
果
、

グ
ロ
ー
ブ
の
頭
頂
部
は
熱
を
逃
し

や
す
い
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
製

に
す
る
こ
と
で
、
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇

編
集
部　
最
後
に
、
読
者
の
電
材
卸

店
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

青
山　
電
材
卸
店
様
が
弊
社
に
望
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
、
①
岩
崎
電
気

の
技
術
開
発
力
を
活
か
し
た
付
加

価
値
の
高
い
商
品
。
②
ト
ン
ネ
ル

照
明
、
道
路
照
明
な
ど
官
公
庁
物

件
に
強
み
の
あ
る
弊
社
の
情
報
網

（
営
業
力
）
。
―
こ
の
2
点
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
高

付
加
価
値
商
品
の
開
発
と
営
業
力

の
強
化
に
よ
っ
て
電
材
卸
店
様
と

Ｗ
Ｉ
Ｎ
︲
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
光
を
創
造
す
る

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
」

1Fエントランス

導入されている複合環境試験装置

岩崎電気テクノセンター「ＨＩＫＡＲＩＵＭ  」
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イチ推し
ご紹介
I C H I O S H I
！岩崎電気の

LEDioc AREA TOLICA-L

　

豊
富
な
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
選
べ
る
オ

プ
シ
ョ
ン
で
変
幻
自
在
に
姿
を
変
え
て
、街

並
み
に
調
和
す
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
街
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ｉ
ｏ
ｃ 

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ａ
‐

Ｌ（
レ
デ
ィ
オ
ッ
ク 

エ
リ
ア 

ト
リ
カ
-エ
ル
）。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
、豊
富
な
オ
プ
シ
ョン
の

自
由
自
在
な
組
み
合
わ
せ
と
昼
景
、夜
景
や

ポ
ー
ル
挿
入
寸
法
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
設

置
イ
メ
ー
ジ
を
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
で
き
ま
す
。

ためして

みよう！
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LEDioc TUNNEL KAENシリーズ

　

L
E
D
i
o
c 

T
U
N
N
E
L 

（
レ

デ
ィ
オ
ッ
ク 

ト
ン
ネ
ル
）K
A
E
N
シ
リ
ー
ズ

は
、ト
ン
ネ
ル
用
低
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
に

代
わ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
で
す
。従
来
品
と

比
べ
、容
積
は
約
1
/
14
、質
量
約
1
/
6

と
軽
量・コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
、明
る
さ
は
そ

の
ま
ま
、約
10
倍
の
寿
命
を
実
現
し
て
い
ま

す
。ま
た
、既
設
の
取
付
金
物
を
そ
の
ま
ま

活
用
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
長
で
す
。

•軽量・コンパクト
•器具内で端子台接続が可能
•既設取付寸法で置換えが可能
•落下防止ワイヤ取付穴

照明器具内部に端子台を設けました。既設ケーブルの再利用が可能です。
※既設のケーブル等の再利用については、点検による劣化状況の確認が必要です。

器具内で端子台接続が可能

高効率LEDモジュールの採用で、大幅な小形・軽量化を実現。軽量化により2点留めでの取付けが可能となり、省施工も実現しました。
設置環境に応じ、上側/下側の任意の位置に取付可能です。

軽量・コンパクトボディ

端子台端子台

建築限界

取付可能位置

左右2点留めを実現

建築限界

取付可能位置

上下左右4点での取付取付の自由度がアップ

小形
軽量化

3.3kg
上下

どちらでも
OK

上下
どちらでも
OK

約20kg

照明器具
取付位置

質量約1/6
容積約1/14

352×160×60mm

3.3kg約20kg

750×425×147mm

プレス加工器具（NX35） 寸法

750 147

42
5

KAEN351/N2H 寸法

352

16
0

6095

既設の取付金物をそのまま活用
LED照明器具の取付は既設器具の取付寸法に合わせているので、既設金物の再利用※が可能です。　
※既設の金物等の再利用については、点検による劣化状況の確認が必要です。

アジャストプレート
標準取付寸法は
KAEN351（551,901）/N2Hは
400mm、KAENP351/N2H、
KAEN1351（1801）/N2Hは
500mmです。
その他の取付ピッチの場合は
アジャストプレートを用いることで、
既設取付寸法に対応します。

KAEN351（551,901）/N2Hの例

既設の
取付金物に
取付可能

取付寸法400mm

板金加工器具（NX55） プレス加工器具（NX35～NX90） KAEN351（551,901）/N2H

取付寸法400mm 取付寸法400mm

400mm400mm300mm300mm

アジャストプレート不要

アジャストプレート
（300mm用）

アジャストプレート
（300mm用）

アジャストプレート
（500mm用）

アジャストプレート
（500mm用）

500mm500mm

落下防止ワイヤ取付穴
取付脚部に落下防止のワイヤが取付
可能な穴加工を有しています。　
※落下防止ワイヤは別途手配となります。

落下防止ワイヤ取付穴落下防止ワイヤ取付穴
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